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研究成果の概要（和文）：本研究では、孤立完全交叉特異点に対し、そのミルナー数、幾何種数、埋込次元や標
準サイクルの自己交点数などの不変量の間の不等式・関係式の導出を目指した。特異点解消空間をある種のファ
イバー多様体に埋め込むことにより、ファイバー多様体の数値的不変量に関する不等式の問題に帰着した。この
問題をまずはファイバーが2次元の場合に考察し、また曲面上の因子の分解についての問題や正標数曲面のコホ
モロジー消滅定理の導出に取り組み、いくつかの結果を得た。

研究成果の概要（英文）：In this study, we aimed to derive inequalities and equations between the 
Milnor number, the geometric genus, the embedding dimension, and the self-intersection numbers of 
canonical cycles for isolated complete intersection singularities. By embedding the resolution space
 of the singularities into certain types of fibered varieties, we reduced the problem to numerical 
invariants of fibered varieties. We first examined this problem in the case where the fiber is two 
dimensional, and also addressed the problem of factorization of divisors on surfaces and derived the
 cohomology vanishing theorem for surfaces in positive characteristic.

研究分野： 代数幾何学

キーワード： 特異点　ファイバー多様体　代数曲面　消滅定理

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は特異点の問題とファイバー多様体の問題を結びつけるものである。本研究の意義の一つは、代数多様体
やファイバー多様体の数値的不変量の地誌学的研究を特異点の研究に応用できることである。また、本研究で行
った代数曲面の因子の分解やコホモロジーの消滅定理に関する研究は、平面曲線の有理点の特徴付けなど整数論
的な応用もあり、応用数学など他の分野への意外な応用なども将来的に期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
特異点論は代数幾何学，整数論，可換環論，多変数複素函数論やトポロジー等，様々な分野と

関係している．特に完全交叉特異点に関しては，J. Milnor によるミルナーファイバーやリン

クの構造に関する研究によりトポロジーと結びつき，現在まで様々な研究が発展している． 

完全交叉な n次元孤立特異点に対し，位相幾何学的に定義される不変量であるミルナー数や符

号数があり，一方，代数幾何学的に定義される不変量として幾何種数があり，これは特異点解

消を用いて定義される． 

2 次元の場合に関して，1978 年に A. H. Durfee はこれらの不変量に関する 2つの予想（強予想

と弱予想と呼ばれている）を提出した． 

強予想に関しては，D. Kerner と A. Nemethi により，超曲面特異点でない場合に反例が見つけ

られた．さらに彼らは一般次元の場合に，2次元超曲面特異点の場合の強予想を含む形で次の

予想を立てた（Kerner-Nemethi 予想）． 

超曲面特異点に関する Durfee の強予想や，それを含む Kerner-Nemethi 予想は，様々な研究者

が取り組んでいるが，2次元 2重点や擬斉次特異点の場合など，現在まで特別な場合でしか分

かっていない． 

特に次元が 3以上の場合は，先行研究がほとんどないのが現状である． 

 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，孤立完全交叉特異点に対し，Kerner-Nemethi 予想を明らかにすることであ

る．そのために，本研究ではファイバー多様体論による手法を用いる． 

ファイバー多様体とは，正規射影多様体の間の全射正則写像で連結ファイバーを持つものであ

る．本研究では，特異点論への応用のため，底空間は 1次元とし，全空間 Yは高々端末特異点

のみを持つ代数多様体とする．ファイバー多様体の重要な数値的不変量として，相対標準束の

自己交点数及びその順像層の次数がある． 

M. A. Barja と L. Stoppino は，この 2つの不変量の間のある不等式を予想した（Barja-

Stoppino 予想）．この予想は，G. Xiao によるファイバー曲面のスロープ不等式の一般次元化

であり，反例はあるもののいくつかの例では正しいことが知られている．本研究では，Barja-

Stoppino 予想を，一般ファイバーが射影空間の中で完全交叉であるようなファイバー多様体に

ついて考え，それを Kerner-Nemethi 予想へ応用する． 

 
 
３．研究の方法 
孤立完全交叉特異点に対し，それを上手く射影空間の直積の中で閉包を取り，その極小端末化

を取ることで，一般ファイバーが完全交叉なファイバー多様体を得ることが出来る．これによ

り，特異点の不変量の問題をファイバー多様体の不変量の問題に帰着させることが出来る．こ

のファイバー多様体に対し，特異ファイバーの解析を通して，Barja-Stoppino 予想の形の不等

式を導出する．この不等式から Kerner-Nemethi 予想の形の不等式に書き直し，Kerner-Nemethi

予想の解決を目指す． 

 
 
 
４．研究成果 



本研究では，孤立完全交叉特異点に対し，そのミルナー数，幾何種数，埋込次元や標準サイク

ルの自己交点数などの不変量の間の不等式・関係式の導出を目指した．特異点解消空間をある

種のファイバー多様体に埋め込むことにより，ファイバー多様体の数値的不変量に関する不等

式の問題に帰着した．この問題をまずはファイバーが 2次元の場合に考察し，また曲面上の因

子の分解についての問題や正標数曲面のコホモロジー消滅定理の導出に取り組み，いくつかの

結果を得た． 
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